
　森林経営管理制度は、森林所有者自らでは経営管理ができない森林について、市町村が森林所有者
から経営管理を受託した上で、林業経営に適した森林は、林業経営者に再委託し、それ以外の森林は、
市町村が自ら管理する仕組みです。本制度は、今年度で５年目を迎え、本制度を活用した森林整備の
取組が全国で進んでいます。
　本稿では、全国における森林経営管理制度の活用状況と、林野庁による本制度の活用促進の取組に
ついて紹介します。

市町村を通じてあなたの森林を活かす

森林経営管理制度

特集



森
林
経
営
管
理
制
度
の
進
め
方

森
林
経
営
管
理
制
度
の
活
用
に
当
た
っ
て

は
、
ま
ず
、
市
町
村
が
、
経
営
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
森
林
を
対
象
に
、

森
林
所
有
者
の
意
向
を
確
認
す
る
調
査
（「
意

向
調
査
」）
を
実
施
し
ま
す
。

意
向
調
査
の
結
果
、
森
林
所
有
者
か
ら

「
市
町
村
へ
の
委
託
希
望
」
の
回
答
が
あ
っ
た

場
合
、
市
町
村
は
「
経
営
管
理
権
集
積
計
画

（
集
積
計
画
）」
を
定
め
て
、
森
林
所
有
者
か

ら
森
林
の
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
ま
す
。

　

集
積
計
画
を
策
定
し
た
森
林
の
う
ち
、
林

業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、「
経
営
管
理
実
施

権
配
分
計
画
（
配
分
計
画
）」
を
定
め
て
、
林

業
経
営
者
に
経
営
管
理
を
再
委
託
し
ま
す
。

他
方
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、
市

町
村
が
自
ら
経
営
管
理
を
行
い
ま
す
。
林
業

経
営
者
に
再
委
託
さ
れ
た
森
林
で
は
、
施
業

に
よ
り
得
ら
れ
る
収
益
か
ら
再
造
林
費
用
等

を
控
除
し
た
上
で
、
そ
の
一
部
を
森
林
所
有

者
に
還
元
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
措
置
」

に
よ
り
、
所
有
者
の
一
部
又
は
全
部
が
不
明

な
森
林
等
で
あ
っ
て
も
、
市
町

村
が
森
林
所
有
者
を
探
索
し
た

上
で
、
公
告
な
ど
一
定
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
で
、
市
町
村
が

当
該
森
林
の
経
営
管
理
を
受
託

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
特
例

で
は
、
探
索
の
範
囲
を
、
原
則

と
し
て
、
登
記
簿
上
の
所
有
者

及
び
そ
の
戸
籍
謄
本
等
か
ら
判

明
す
る
相
続
人
（
一
般
的
に
は
、

配
偶
者
と
子
）
ま
で
に
限
定
し

て
い
ま
す
。

図２　森林経営管理制度の進捗状況

図1　森林経営管理制度のフロー図

制
度
の
活
用
状
況

令
和
４
年
度
末
ま
で
に
、
私
有
林

人
工
林
が
あ
り
、
制
度
の
活
用
が
必

要
な
市
町
村※

の
ほ
と
ん
ど
で
、
意
向

調
査
の
準
備
を
含
む
森
林
経
営
管
理

制
度
に
係
る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
意
向
調
査
は
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
に
、
制
度
の
活
用
が
必
要
な

市
町
村
の
８
割
（
１
，０
７
０
市
町
村
）

で
約
81
万
ha
実
施
さ
れ
、
う
ち
約
６

割
の
面
積
（
約
46
万
ha
）
の
所
有
者

か
ら
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
約

４
割
（
約
17
万
ha
）
の
所
有
者
か
ら

市
町
村
へ
の
委
託
希
望
が
あ
り
、
市

町
村
に
よ
る
集
積
計
画
の
作
成
（
３

３
７
市
町
村
、
約
１
・
６
万
ha
）
を

経
て
、
林
業
経
営
者
へ
の
再
委
託
（
配

分
計
画
の
作
成
：
70
市
町
村
、
約
０
・

２
万
ha
）
や
、
市
町
村
に
よ
る
森
林

整
備
（
２
３
２
市
町
村
、
約
０
・
５

万
ha
）
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。
林
業

経
営
者
へ
再
委
託
さ
れ
た
森
林
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
約
３
百
ha
の
森
林
整
備

が
行
わ
れ
て
お
り
、
間
伐
や
主
伐
・

再
造
林
等
を
実
施
し
た
上
で
、
収
益

を
森
林
所
有
者
に
還
元
す
る
事
例
も

見
ら
れ
ま
す
（
事
例
１
）。

　

ま
た
、
集
積
計
画
や
配
分
計
画

を
経
由
せ
ず
、
直
接
林
業
事
業
体
に
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市
町
村
支
援
の
取
組

森
林
経
営
管
理
制
度
を
実
際
に
運
用
す
る

の
は
市
町
村
で
す
が
、
森
林
・
林
業
に
係
る

市
町
村
の
体
制
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
林
野
庁
で
は
、
制
度
開
始
と
同
時
に
、

「
森
林
集
積
推
進
室
」
を
設
置
し
て
、
人
材
育

成
、
情
報
提
供
、
体
制
整
備
に
よ
り
、
市
町
村

に
よ
る
制
度
の
活
用
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
人
材
育
成

　

都
道
府
県
等
が
主
催
す
る
市
町
村
職
員
向

け
の
説
明
会
や
研
修
会
等
に
、
林
野
庁
職
員

を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
４
０
０
回
を
超
え
る
説
明
会
・
研
修
会

に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村

へ
の
支
援
を
担
う
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー

ダ
ー
」
を
育
成
す
る
た
め
、
主
に
都
道
府
県

の
普
及
指
導
職
員
等
を
対
象
に
、
毎
年
、
全

国
７
カ
所
で
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
育

成
研
修
」
を
開
催
し
、
５
年
間
で
延
べ
７
８

８
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
内

容
を
見
直
し
、
所
有
者
探
索
の
机
上
演
習
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

先
進
事
例
の
紹
介
等
を
通
じ
て
、
よ
り
実
践

的
な
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特例を活用した森林

所
有
者
不
明
森
林
に
係
る
特
例
の
活
用

〈
青
森
県
三
戸
町
〉

　

三
戸
町
で
は
、
特
に
民
家
等
の
保
全
対
象

に
近
接
す
る
森
林
か
ら
、
優
先
的
に
森
林
経

営
管
理
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
に
意
向
調
査
を
実
施
し
、
住
宅
地
に
隣

接
す
る
森
林
で
、
一
部
で
倒
木
が
発
生
す
る

な
ど
、
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
の
、
所

有
者
が
不
明
に
な
っ
て
い
た
箇
所
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
８
月
に
所
有
者
の
探
索
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
相
続
人
全
員
が

死
亡
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
所
有
者
不
明
森

林
の
特
例
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
令
和
４
年
12
月
に
、
特
例
措
置
の

手
続
き
と
し
て
、
集
積
計
画
案
の
公
告
を
開

始
し
ま
し
た
。
６
カ
月
を
経
て
異
議
の
申
出

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
の
裁
定
手
続
を
経

て
、
令
和
５
年
12
月
に
経
営
管
理
権
が
町
に

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
権
利
に
基
づ
き
、

町
で
は
今
後
、
皆
伐
を
行
い
低
木
樹
種
の
植

栽
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

事
例
１

事
例
２

配
分
計
画
に
基
づ
く
主
伐
・
再
造
林
等
の
実
施

〈
山
形
県
最
上
町
〉

　

最
上
町
で
は
、
地
区
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
等
を
活
用
し
た
森

林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
１

月
に
意
向
調
査
を
行
い
、
委
託
希
望
の
あ
っ

た
森
林
の
う
ち
46
ha
で
集
積
計
画
と
配
分
計

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
林

業
経
営
体
が
令
和
４
年
10
月
に
主
伐
３
・
88

ha
（
所
有
者
４
名
）、
搬
出
間
伐
０
・
76

ha
（
所
有
者
１
名
）
を
実
施
し
、
所
有
者

へ
利
益
が
還
元
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
主
伐

箇
所
で
は
、
令
和
５
年
10
月
に
再
造
林
を
行

い
ま
し
た
。

あ
っ
せ
ん
（
約
０
・
９
万
ha
）
す
る
、
市
町

村
と
所
有
者
が
協
定
を
結
ぶ
（
約
０
・
３
万

ha
）
な
ど
の
方
法
で
森
林
整
備
を
進
め
る
例

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
合
わ
せ
て
、

市
町
村
へ
の
委
託
希
望
の
森
林
の
う
ち
約
６

割
で
、
森
林
整
備
に
つ
な
が
る
動
き
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
「
所
有

者
不
明
森
林
等
の
特
例
」
は
、
こ
れ
ま
で
に

６
市
町
で
活
用
さ
れ
、
所
有
者
の
一
部
又
は

全
部
が
分
か
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
森
林
整
備
が

行
え
な
か
っ
た
森
林
で
も
、
市
町
村
に
よ
る

森
林
整
備
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
（
事
例

２
）。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
に
よ
り
、
森

林
経
営
計
画
な
ど
既
存
施
策
に
加
え
、
現
在

ま
で
に
私
有
林
人
工
林
の
約
４
割
（
約
２
５

９
万
ha
）
が
集
積
・
集
約
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
長
期
的
に
は
、
私
有
林

人
工
林
の
約
７
割
を
集
積
・
集
約
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令和４年に計画に基づき主伐を実施（令和５年には再造林を実施）
※

私
有
林
人
工
林
が
あ
る
市
町
村
か
ら
、
面
積
が
極
め
て

少
な
い
等
整
備
・
活
用
の
必
要
性
が
低
い
市
町
村
、
既
に

経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
森
林
経
営

管
理
制
度
以
外
の
方
法
で
実
施
す
る
市
町
村
を
除

　

い
た
も
の
（
令
和
４
年
度
：
１
，２
７
６
市
町
村
）。
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（
２
）
情
報
提
供

　

森
林
集
積
推
進
室
で
は
、
毎
月
１
回
、
情

報
誌
「
シ
ュ
ー
セ
キ
！
」
を
発
行
し
、
都
道

府
県
と
市
町
村
の
皆
様
に
、
森
林
経
営
管
理

制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
各
地
域

の
取
組
や
動
向
な
ど
、
最
新
情
報
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
林
野
庁

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
）。

　

ま
た
、
年
に
１
回
『
森
林
シ
ュ
ー
セ
キ
！

事
例
報
告
会
』
を
開
催
し
、
先
進
事
例
の
横
展

開
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
コ
ラ
ム
１
）。

　

さ
ら
に
、
全
国
の
市
町
村
に
よ
る
先
進
的

な
取
組
を
整
理
し
た
「
森
林
経
営
管
理
制
度

に
係
る
取
組
事
例
集
」
を
作
成
し
、
横
展
開

を
促
す
と
と
も
に
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の

特
例
措
置
活
用
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
、
特
例
措
置
活
用
に
当
た
っ
て
の

探
索
の
方
法
や
留
意
点
等
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

全
国
で
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た

森
林
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
森
林
経
営

管
理
制
度
は
あ
く
ま
で
森
林
整
備
を
進
め
る

手
段
で
あ
り
、
よ
り
重
要
な
点
は
、「
制
度
を

活
用
し
て
、何
を
実
現
す
る
か
」と
い
う
目
的
・

目
標
で
す
。
各
市
町
村
の
皆
様
に
は
、
地
域

の
森
林
や
、
森
林
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

に
係
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
針
を
描
く
こ
と
も
検

討
し
な
が
ら
、
制
度
を
御
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
林
野
庁
と
し
て
は
、

引
き
続
き
取
組
事
例
の
収
集
・
横

展
開
や
市
町
村
支
援
の
取
組
等
、

制
度
の
円
滑
な
運
用
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
ご
自
身
や
ご
家
族

が
お
持
ち
の
森
林
や
身
近
な
森
林

の
整
備
・
管
理
に
つ
い
て
の
お
悩

み
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
ま
ず
は
、
森
林
が
所
在
す
る

市
町
村
ま
で
ご
相
談
願
い
ま
す
。

林野庁からのお知らせ

４月から相続登記の申請が義務化されます

令和６年４月から、相続によって不動産を取得したことを知った日から３年
以内に、相続登記の申請を行うことが義務になります。法施行より前に相続し
た不動産も、義務化の対象です。
　新たに設けられる「相続人申告登記制度」により、早期に遺産分割をするこ
とが困難な場合には、申請義務を簡易に履行することができるようになります。
制度や手続きの詳細については、法務省Webサイトをご確認ください。
　森林整備の推進のためには登記情報は非常に重要です。お持ち
の森林の登記記録について改めてご確認をお願いいたします。
相続登記の義務化の詳細について（法務省Ｗｅｂサイト） ▶

（
３
）
体
制
整
備

　

市
町
村
・
都
道
府
県
が
、
森
林
・
林
業
の

専
門
知
識
を
有
す
る
地
域
の
技
術
者
に
委
嘱

又
は
業
務
委
託
す
る
「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
活
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
活
動
に
要
し
た
経
費
の
一
部

（
都
道
府
県
：
５
割
、
市
町
村
：
７
割
）
は
、

総
務
省
か
ら
特
別
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ

ま
す
。
令
和
４
年
度
に
は
、
全
国
２
０
４
の

自
治
体
で
３
０
７
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
林
野
庁
で
は
、
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
希

望
の
あ
る
市
町
村
の
情
報
の
提
供
・
公
表
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
新
た
に
、

「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
」

を
開
始
し
ま
し
た
（
コ
ラ
ム
２
）。

森林経営管理リーダー研修

説明会への講師派遣

　

ま
た
、
各
都
道
府
県
も
、
都
道
府
県
に
譲

与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
な
が

ら
、
県
レ
ベ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
市
町
村
職
員

向
け
の
研
修
開
催
な
ど
に
よ
り
、
市
町
村
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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「
森
林
シ
ュ
ー
セ
キ
！
事
例
報
告
会
」
を
開
催

１
月
23
日
（
火
曜
日
）
に
、
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
（
台
東
区
）
に
お
い
て
、
全
国
の
市
町

村
に
よ
る
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲
与

税
等
の
取
組
を
共
有
す
る
「
森
林
シ
ュ
ー
セ
キ
！

事
例
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
現

地
93
名
（
発
表
関
係
者
含
む
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
３
６

５
回
線
の
計
５
０
０
名
以
上
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

林
野
庁
か
ら
の
情
報
提
供
で
は
、
全
国
の
取
組

実
績
事
例
や
各
種
支
援
策
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
に
応
じ
た
様
々
な
方
法

に
よ
り
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
や
森
林
の
一
層

の
集
積
・
活
用
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
旨
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

自
治
体
等
の
皆
様
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
境
界
明
確
化
、
市
内
全
域
へ
の
早
期
の

意
向
調
査
、
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
措
置
の

活
用
、
県
に
よ
る
実
践
的
な
市
町
村
支
援
、
自
治

体
間
連
携
に
よ
る
森
林
整
備
や
地
域
に
密
着
し
た

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
等
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
、
境
界
明
確
化
や
森
林
経
営
管
理
制
度
、
森

林
環
境
譲
与
税
等
に
関
す
る
最
新
の
具
体
的
知
見

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
取
組
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
」、

「
同
じ
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
む
自
治
体
の
存
在
に

勇
気
づ
け
ら
れ
た
」
な
ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
発
表
資
料
は
、
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
日
の
発
表
資
料
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/keikaku/keieikanri/sinrinkeie
ikanriseido.htm

l#3.3

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
を
開
催

　

林
野
庁
で
は
、
各
地
で
活
躍
す
る
地
域
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
互
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
、
新
た
に
「
地
域
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
は
８
〜
10
月
に
、
熊
本
県
、
京
都

府
、
岩
手
県
の
３
会
場
で
実
施
し
、
合
計
33
名
の

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
自
治
体
職
員
等
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
林
野
庁
か
ら
、
森
林
経
営
管
理
制

度
や
森
林
環
境
譲
与
税
、
境
界
明
確
化
等
の
最
新

動
向
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
受

講
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
近
隣
地
域
で

活
躍
す
る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
取
組

紹
介
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
１
グ

ル
ー
プ
４
〜
５
名
に
分
か
れ
、
受
講
生
の
取
組
状

況
の
紹
介
、
課
題
や
悩
み
の
共
有
、
解
決
へ
の
道

筋
の
検
討
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か

ら
は
、「
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
」、「
関
係
組
織
の
連
携

不
足
」
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
対
す
る
解
決
の
道

筋
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
治
体
で
は
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
最
新
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
悩
み
を
共
有
す
る
仲
間
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

取
組
紹
介
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/keikaku/tiikirinnseiadobaiza.
htm
l

会場の参加者 林野庁からの情報提供

グループワーク 林野庁からの情報提供

コ
ラ
ム
１

コ
ラ
ム
２
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